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「できる」を見つけるボランティア！
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オイスカと踏み出す国際協力への第一歩



インド・東パキスタン（現バングラデシュ）に
旅立つ開発調査団（1966年3月）

日本式稲作を自ら実践してみせる
開発団員（インド／1966年5月）
日本式稲作を自ら
開発団員（インド／

　

令
和
8
（
2
0
2
6
）
年
丙
午

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
国
際
連
合
が
定
め
た

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」
で
す
。
こ

れ
は
2
0
2
6
年
が
「
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
年
」
の
25
周
年
、「
国
連

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画
（
U
N
V
）」

の
55
周
年
に
当
た
る
こ
と
を
考
慮

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
認

知
、
促
進
、
支
援
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
、
統
合
を
加
速
す
る
こ
と
が
、

持
続
可
能
な
開
発
の
実
現
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
し
て
決

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

オ
イ
ス
カ
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
い
う
言
葉
が
一
般
に
普
及
す
る

よ
り
も
前
に
発
足
し
ま
し
た
。
今

か
ら
65
年
前
で
す
。
そ
れ
で
は
、

そ
れ
以
前
の
日
本
人
に
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
精
神
が
な
か
っ
た
か
と

い
え
ば
全
く
逆
で
、「
向
こ
う
三
軒

両
隣
」
や
「
お
互
い
様
」
の
言
葉

で
分
か
り
ま
す
よ
う
に
、
貧
し
い

な
が
ら
も
皆
で
助
け
合
っ
て
生
活

し
て
い
ま
し
た
。
或
い
は
、「
幸
せ
」

を
「
仕
合
せ
」
と
書
い
て
い
た
よ

〝〝
仕
合
せ

仕
合
せ
〞の
心
が
つ
な
ぐ
、

の
心
が
つ
な
ぐ
、

　
　
　

　
　
　

  

地
球
と
共
に
生
き
る
未
来

地
球
と
共
に
生
き
る
未
来

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ　

理
事
長  
中
野  

悦
子

人間の生存に不可欠な “産業・
精神・文化” のバランスを大事
にした発展を世界規模で推進し
ていくことを目的として、この
ように名付けられました。

I

OISCAという名称の意味

O rganization 機構

ndustrial 産業

S piritual 精神

C ultural 文化

A dvancement 促進

What's OISCA

　オイスカ・インターナショナ
ルは、「すべての人々がさまざま
な違いを乗り越えて共存し、地
球上のあらゆる生命の基盤を守
り育てようとする世界」を目指
して1961年に創立された国際協
力NGOです。現在、41の国と
地域にネットワークを持ち活動
しています。
　公益財団法人オイスカは、
1969年にオイスカ・インターナ
ショナルの基本理念を具体的な
活動によって推進する機関とし
て生まれ、主にアジア・太平洋
地域で農村開発や環境保全活動
を展開。  特に人材育成に力を
入れ、オイスカの研修を修了し
た現地の青年は、各地で地域開
発に取り組んでいます。国内で
は、農林業体験やセミナー開催
などを通して啓発活動を積極的
に進めています。
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1991年、フィリピンから「子供の森」計画の
活動は始まった

う
に
、
お
互
い
に
「
仕
え
合
う
」

こ
と
が
相
手
の
喜
び
と
な
り
、
自

分
自
身
の
喜
び
と
も
な
っ
て
、
そ

こ
に
幸
せ
を
感
じ
る
精
神
性
を
持

っ
た
民
族
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

後
に
イ
ン
ド
農
業
研
究
所
の
教

授
を
務
め
た
プ
ト
ー
（B.L.Putto

）

氏
が
、
1
9
6
6
年
に
イ
ン
ド
に

派
遣
さ
れ
た
オ
イ
ス
カ
の
日
本
人

農
業
開
発
団
の
行
動
を
ま
と
め
た

手
記
よ
り
引
用
し
ま
す
。

「
中
野
與
之
助
翁
に
よ
っ
て
1

9
6
1
年
に
創
立
さ
れ
た
日
本
の

N
G
O
オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
が
1
9
6
6
年
5
月
、

献
身
的
で
経
験
豊
富
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
派
遣
し
た
。
彼
ら
は
田
畑

や
作
業
場
で
、  

地
元
の
農
民
や

州
政
府
役
人
達
と
共
に
働
き
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
農
業
技
術
の
実

演
を
行
っ
た
。
彼
ら
は
、
金
銭
的

な
見
返
り
を
求
め
る
こ
と
も
な
く
、

驚
く
ほ
ど
の
情
熱
を
持
っ
て
日
々

の
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
さ
に
、

働
く
こ
と
の
尊
さ
を
行
動
で
示
し

た
一
団
で
あ
っ
た
。

　

彼
ら
は
、
地
元
の
農
民
達
と
一

緒
に
汗
を
流
し
て
働
く
こ
と
を
厭

わ
ず
、
自
分
た
ち
の
持
つ
技
術
的

ノ
ウ
ハ
ウ
を
田
畑
で
の
実
践
を
通

し
て
伝
え
た
い
、
と
い
う
情
熱
の

持
ち
主
達
で
あ
っ
た
。

　

実
演
さ
れ
た
農
業
技
術
は
州
内

の
零
細
農
家
に
も
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
田
畑
や
家
庭

か
ら
出
た
有
機
物
や
廃
棄
物
を
堆

肥
と
し
て
再
利
用
し
、
そ
れ
を
田

畑
に
撒
く
こ
と
に
よ
っ
て
収
量
を

上
げ
る
自
然
に
近
い
農
法
は
持
続

可
能
な
も
の
で
あ
り
、
零
細
農
家

が
糧
を
得
る
の
に
十
分
で
あ
っ

た
」

　

こ
の
手
記
に
よ
っ
て
分
か
り
ま

す
よ
う
に
、
オ
イ
ス
カ
は
創
立
当

時
か
ら
今
日
ま
で
、
愚
直
な
ま
で

に
地
球
と
共
に
生
き
る
活
動
、
即

ち
持
続
可
能
な
開
発
を
実
践
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
は
地
球

環
境
保
全
に
も
取
り
組
み
、「
子
供

の
森
」
計
画
の
推
進
に
よ
っ
て
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も
、

地
球
の
自
然
環
境
を
慈
し
む
教
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
か

け
が
え
の
な
い
地
球
に
生
ま
れ
合

わ
せ
た
幸
せ
に
対
す
る
恩
返
し
の

行
動
で
あ
る
こ
と
を
も
自
覚
で
き

る
よ
う
に
、
と
配
慮
し
な
が
ら
の

活
動
で
す
。

　

広
大
無
辺
に
広
が
る
大
宇
宙
の

中
で
も
、
地
球
は
生
命
力
あ
ふ
れ

る
星
の
一
つ
で
す
。
そ
の
地
球
は
、

か
つ
て
宇
宙
飛
行
士
ラ
ッ
セ
ル
・

シ
ュ
ワ
イ
カ
ー
ト
氏
が
、「
触
れ
れ

ば
壊
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

ほ
ど
繊
細
で
美
し
く
青
い
水
の
惑

星
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
地
球
に
住
ま
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現

在
、
月
の
資
源
を
視
野
に
入
れ
た

宇
宙
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
危
惧
の
念
を
抱
か
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
絶
妙
な
調
和
に
よ

っ
て
保
た
れ
て
い
る
の
が
宇
宙
で

す
。
オ
イ
ス
カ
は
皆
さ
ま
と
共
に
、

先
人
た
ち
が
遺
し
た
「
足
る
を
知

る
」
精
神
を
肝
に
銘
じ
、
地
球
を
、

そ
し
て
大
宇
宙
の
偉
大
な
姿
を
後

世
に
伝
え
る
べ
く
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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「21世紀に太陽と水と空気を！」をキャッチコピーに、オイスカは1980年から
「苗木一本の国際協力キャンペーン」を国民運動として実施。全国のオイスカ
組織を中心に、大勢のボランティアが街頭募金やチャリティバザー、チャリティ
イベントに参加した（写真は東京都）

2011年の東日本大震災で被災した海岸防災林
を再生する「海岸林再生プロジェクト」では、14年
から一般ボランティアの募集を開始。苗づくりか
ら間伐まで林業作業員の工程を補完する役割を
果たしている（宮城県名取市）

各地から送られてきたベルマーク
を集計。「子供の森」計画支援につ
ながり、気軽にできる国際協力とし
て、子どもから年配の方まで幅広
い層のボランティアが活躍している

11月に、東パキスタン（現バングラデシュ）を襲ったサイクロン
の猛威は、「20世紀最大の被害」として、遠く離れた日本にも
衝撃を与えた。オイスカは直後から街頭募金を展開。多くの支
援を得て、災害救援調査団を現地に派遣した（写真は静岡県）

1980年代からオイスカ全国組織主体の海外
植林フォーラム（ツアー）が活発に開催される
ようになり、90年代には日本人青年が長期間
現地に滞在するボランティア企画も実施。研修
生や「子供の森」計画参加校の子どもたちと
共に緑化に励んだ（写真はケソン州ルクバン）

「地球環境再生植林フォーラム2025 in フィジー」ツアー（山梨県支部）

2011年
を再生すを再生す
から一般
ら間伐ま
果たして

代からオイスカ全国組織主体の海外1980年代
ーラム（ツアー）が活発に開催される植林フォ
り、90年代には日本人青年が長期間ようにな
滞在するボランティア企画も実施。研修現地に滞
供の森」計画参加校の子どもたちと生や「子

パキスタン（現バングラデシュ）を襲ったサイクロン11月に、東パ
「20世紀最大の被害」として、遠く離れた日本にもの猛威は、「
た。オイスカは直後から街頭募金を展開。多くの支衝撃を与えた

ク
つ
し
広
る

特集

2026年は、国連が定めた「持続可能な開発のためのボラン
ティア国際年」。持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向
けたボランティアの役割と重要性が、今、世界で再び注目さ
れています。環境問題や貧困など、地球規模の課題は大きす
ぎると感じられるかもしれません。しかし、その解決を担うの
は私たち自身です。一人ひとりの「できること」の積み重ねが、
持続可能な未来をつくる力になります。オイスカも、そんな
一人ひとりの思いと行動に支えられ、活動を続けてきました。
今号では、その多様なボランティアの取り組みを紹介します。

オイスカと踏み出す国際協力への第一歩

2025年 9月　地球環境再生植林フォーラム2025 in フィジー

1970年　東パキスタン救援街頭募金

2006年　ベルマークボランティア

2014年　海岸林再生プロジェクト

1994年　フィリピン30日植林ボランティア

1980年　苗木一本の国際協力キャンペーン

ボランティア！

「できる」を
見つける
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皆
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

い
う
言
葉
に
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　

日
本
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
に
よ
り
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

文
化
が
社
会
に
広
ま
っ
た
1
9
9

5
年
を
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」

と
呼
び
、
そ
の
言
葉
や
活
動
が
よ

り
身
近
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

90
年
代
後
半
か
ら
2
0
0
0
年
代

に
か
け
て
、
徐
々
に
学
校
の
課
題

や
C
S
R
（
企
業
の
社
会
的
責

任
）
の
一
環
と
し
て
の
〝
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
〞
が
広
が
り
、
活
動
に
参

加
し
た
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
一
方
、

「
課
題
の
た
め
に
仕
方
な
く
」「
時

間
が
な
い
か
ら
難
し
い
」
な
ど
と

い
う
理
由
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
〝
無
償
の
奉
仕
活
動
〞〝
特
別
な

人
が
す
る
も
の
〞と
捉
え
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
語
源
と
さ
れ
て
い
る
ラ

テ
ン
語
「Vo-luntas

」
が
「
自

由
意
思
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
本
質
は
自
発
的

な
行
動
に
あ
り
ま
す
。
厚
生
労
働

省
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
「
自
発

的
な
意
志
に
基
づ
き
他
人
や
社
会

に
貢
献
す
る
行
為
」
と
し
、
そ
の

性
格
と
し
て
「
自
主
性
（
主
体

性
）」「
社
会
性
（
連
帯
性
）」「
無
償

性
（
無
給
性
）」
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
「
社
会
の
た
め
に
何

か
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
み
よ

う
」
と
い
う
思
い
や
行
動
こ
そ
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
そ
の
第

一
歩
な
の
で
す
。

　

オ
イ
ス
カ
は
、
そ
う
し
た
思
い

を
持
っ
た
多
く
の
方
々
に
支
え
ら

れ
て
、
創
立
か
ら
現
在
ま
で
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
関
わ

り
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
3
ペ
ー

ジ
で
紹
介
さ
れ
た
1
9
6
0
年
代

当
時
の
日
本
人
農
業
開
発
団
も
、

自
ら
の
知
識
や
技
術
を
活
か
し
、

ア
ジ
ア
の
貧
困
を
農
業
の
改
良
普

及
に
よ
っ
て
改
善
し
よ
う
と
、
志

を
持
っ
て
各
国
へ
赴
き
ま
し
た
。

ま
た
開
発
団
員
の
よ
う
な
長
期
間

で
な
く
と
も
、
ツ
ア
ー
を
通
じ
た

海
外
で
の
植
林
や
、
国
内
で
の
街

頭
募
金
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の

開
催
な
ど
、
全
国
各
地
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
躍
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

元
年
」
以
前
か
ら
、
特
別
な
こ
と

で
は
な
く
、
日
常
の
選
択
の
一
つ

と
し
て
「
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て

み
よ
う
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
日
々
情
報
化
が
進
み
、

そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
追
わ
れ
る
よ
う

に
、
現
代
は
ま
す
ま
す
忙
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
内
閣
府
が
全
国
の

8
2
0
0
名
を
対
象
に
し
た
調
査

に
よ
る
と
、
過
去
1
年
間
に
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
が

あ
る
」
と
回
答
し
た
の
は
全
体
の

17
・
4
%
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
の
妨
げ
と
な
る
要
因

に
つ
い
て
、「
時
間
が
な
い
（
45
・

3
%
）」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
す
る
十
分
な
情
報
が
な
い

（
40
・
8
%
）」
こ
と
が
上
位
に
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
生
活
と
、
社
会
、

そ
し
て
世
界
の
課
題
は
地
続
き
で

す
。
限
ら
れ
る
時
間
の
中
で
、
地

球
や
自
然
、
皆
の
暮
ら
し
の
た
め

に
、
自
分
自
身
に
何
が
で
き
る
の

か
を
、
オ
イ
ス
カ
と
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
オ
イ
ス
カ
の

国
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、

3
事
例
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

「
や
っ
て
み
よ
う
」の

気
持
ち
が
第
一
歩

自
分
の「
で
き
る
！
」を

見
つ
け
よ
う

※
1

※
2

※
1　

厚
生
労
働
省
：「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
」

※
2　

内
閣
府
：
2
0
2
2
年
度
（
令
和
４
年
度
）

　
　
　
「
市
民
の
社
会
貢
献
に
関
す
る
実
態
調
査
」

特集「できる」を　 つけるボランティア！見

　当協会では、健全な民主主義社会の実現に向け、性別、
年齢、障がいなどに関係なく、一人ひとりが社会の中で役
割を果たせるよう、個人の社会参加を推進しています。
1995年の阪神淡路大震災からボランティアが日本で広
がり、当協会はさまざまなかたちでNPO／NGOと連携し、
ボランティアを紹介してきました。2020年頃から、企業
のSDGsへの取り組みの方向性として、「社会と企業の持続
可能性のためには、従業員の社会参加意識を高めることが
不可欠」という認識が強くなり、その手段として従業員の
ボランティア参加を推進する企業が増えています。活動は、
環境問題のみならず、障がい者支援、次世代育成、地域活
性化などさまざまです。社会課題も複雑化してきており、
従来のジャンル別で考えるのではなく、課題の本質を見極
めつつ、その中で必要とされている活動を提案することを

心掛けなければと思っています。年々各企業の参加数は増
えてきていますが、ボランティアは参加する人数を増やす
ことが目的ではなく、あくまで社会課題の解決が目的です。
プロボノなどNPO／NGOに対し、長期でコミットして取
り組む活動も増えつつあります。当協会としても、誰もが
参加できるボランティア活動を推進するとともに、NPO／
NGOと共に社会課題に取り組む意欲のある方をつなげる機
会を提供し続けたいと考えています。

一人ひとりが「社会課題の解決」の実現に向けて力を尽くす主体である
として、NPO／ NGOとも連携しながら、企業や、その従業員をはじめ
ステークホルダーなど、個人の社会参加・社会貢献を推進する多様な事
業を展開。オイスカも「企業のサステナビリティ推進支援事業」を通じ
て、多くのボランティアを受け入れている。

公益社団法人日本フィランソロピー協会（JPA）

―企業の社会貢献の視点から―

ボランティアの意義と近年の傾向
公益社団法人日本フィランソロピー協会（JPA）
事務局長  青木  高さま
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住民たちも一緒になって、山間部の植林地に向かう

自然の恵みを肌で感じるエコツアー！

トンカム・タチョーさん
ラノーン県／
ンガオ村グループメンバー村グル プメンバー

オイスカが活動する各国で、人材育成や環境保全、農村開発の
現場を視察するだけでなく、プロジェクトに参加する地元住民
や「子供の森」計画に参加する子どもたちと一緒に、植林や農
作業などに取り組みます。派遣先はフィリピン、インドネシア、
タイ、モンゴル、フィジーなど。その時々によって異なります
が、オイスカの各支部や推進協議会が企画するツアーをはじめ、  
支援企業、個人単位でのボランティアなど、さまざまな参加の
かたちがあります。

海外ボランティア

現地の活動、
文化・人に触れる

・現地の活動の成果や課題を肌で感じることができる！
・農村の人々との交流や植林作業など、観光ツアーではできない体験ができる！
・日本語が話せる現地スタッフの存在が心強い！

1
9
7
5
年
に
活
動
を
開
始
し

て
以
来
、
タ
イ
で
は
オ
イ
ス
カ
タ

イ
ラ
ン
ド
が
中
心
と
な
り
、
た
く

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
を

受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
現
地
ス

タ
ッ
フ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
か

し
た
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
、

参
加
者
の
満
足
度
が
高
く
、
何
度

も
タ
イ
を
訪
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
派
遣
の
主

体
は
、
主
に
オ
イ
ス
カ
支
部
組
織

や
支
援
企
業
な
ど
。
継
続
的
な
訪

問
で
現
地
の
活
動
を
応
援
す
る
団

体
も
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
す
る
住
民
や
ス
タ
ッ
フ
の
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
ツ
ア
ー
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
や

は
り
植
林
で
す
。
山
間
部
や
平
野

部
で
の
植
林
と
、
沿
岸
部
で
の
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
、
い
ず
れ
も
重

労
働
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
元
住

民
と
共
に
取
り
組
む
作
業
は
、
と

て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
植

林
の
ほ
か
に
も
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
「
子
供
の
森
」
計
画
参
加
校
の

訪
問
、
さ
ら
に
近
年
は
マ
ン
グ
ロ

ー
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
石

鹸
づ
く
り
や
カ
ヤ
ッ
ク
で
の
森
林

浴
な
ど
の
エ
コ
ツ
ア
ー
も
人
気
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

タ
イ
で
は
、
参
加
者
に
現
地
の

課
題
や
活
動
の
意
義
を
よ
り
深
く

理
解
し
て
も
ら
い
、
よ
り
良
い
体

験
に
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、

必
ず
初
日
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
地
ス
タ

ッ
フ
と
日
本
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
双
方
の
熱
い
思
い
が
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
支
え
て
い
ま
す
。

タ
イ
植
林
ツ
ア
ー

P
IC
K
 IP
!

実施日数（目安）：1 週間程度

　ボランティアの皆さんには、はるばる遠いところからやって
きて、私たちと共に木を植えていただき、心から感謝してい
ます。
　私たち植林グループのメンバーは、木を植えるのはもちろん
のこと、事前の苗木の準備や植林地整備なども行っています。
これがなかなか重労働なのですが、ボランティアの皆さんと一
緒に活動するときのことを思うと、全く苦にはなりません。海外
から来る皆さんは、ここにいる間、慣れない土地、慣れない環

境の中でも、全力で頑張ってくれます。そして、まるで家族や
兄弟であるかのように接してくれて、いつも楽しく作業すること
ができます。それが、とてもうれしいのです。
これまで森づくりを通して、日本をはじめとする世界各地に、
たくさんの友人ができました。そんな皆さんと一緒に苗木を植
えて、育ててきた森は、私たちにとってかけがえのないものに
なっています。これからも生涯をかけて、自分たちの手で守り
続けたいと思っています。本当にありがとうございます。

現地住民Voice

POINT!

皆さんとつくり、育ててきた森を、大切に守っていきます！
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フィリピンの若者
に日本語を教える
加藤先生

日本の学校で
使われていた
ピアニカを寄贈

日本語指導ボランティアも！ 実施日数（目安）：1ヵ月～

現地研修センターで、研修生や
技能実習生として訪日予定の青
年たちに日本語を指導。現在、
フィリピンのバゴ研修センターで
活動している加藤義昭先生は、
中部日本研修センターでもボラン
ティアで研修生たちに日本語を教
えています。

楽器の寄贈と演奏指導を継続！ 実施日数（目安）：1 週間程度

会員の宮澤兌郎さん（広島在住）
は、ご自身の音楽仲間と共に楽器
やアンプ、マイクなどの寄贈品を
携え、20年以上にわたりフィジー
を訪問。教会や学校などに寄贈
し、子どもたちには演奏の指導も
行っています。
←宮澤さんのご友人（左）が演奏を指導

植林地までトラックの荷台に乗って移動！　
悪路もアトラクションのように楽しんで！

子どもたちの生きる未来が、豊かな自然とともにありますように！

植林やホームステイで共に過ごす時間は、国境を越えた家族や友人の絆を育みます

特集「できる」を　 つけるボランティア！見

さまざまな応援の
しかた

　

オ
イ
ス
カ
タ
イ
の
植
林
ツ
ア
ー

の
目
的
は
2
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
日
本
か
ら
の
参
加
者
へ
の
啓

発
で
す
。
単
に
植
林
し
、
感
動
す

る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
帰

国
後
に
世
界
の
森
や
自
然
を
守
る

た
め
の
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す

き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
は
じ
め
て

成
功
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
実
施
や
、
活
動
の
意
義
や
タ
イ

の
森
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
た

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
訪
問
毎

の
活
動
を
記
録
で
き
る
グ
リ
ー
ン

パ
ス
ポ
ー
ト
の
配
布
な
ど
、
深
い

理
解
や
次
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ

る
仕
掛
け
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
目
的
は
、

タ
イ
の
住
民
た
ち
の
士
気
を
高
め

る
こ
と
で
す
。
彼
ら
は
森
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
体
と
し
て
、

毎
日
植
林
地
の
整
備
、
苗
木
づ
く

り
、
植
林
、
そ
の
後
の
管
理
と
大

変
な
作
業
を
何
年
も
続
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
住
民
た
ち
だ
け
で
も

で
き
る
こ
と
で
す
が
、
遠
く
日
本

か
ら
来
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
存
在
が
、
彼
ら
を
力
づ
け
、
彼

ら
の
森
づ
く
り
へ
の
誇
り
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
植
林
ツ
ア
ー
は

現
場
を
学
び
、
応
援
し
、
お
互
い

に
力
を
も
ら
う
大
切
な
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
境
を
越

え
て
活
動
す
る
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
現
地
に
も
、
日
本
の
皆
さ

ん
に
も
大
切
な
も
の
を
も
た
ら
し

て
く
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
現
地
の
森
づ
く
り
に

大
き
く
貢
献
し
、
そ
の
人
柄
か
ら

た
く
さ
ん
の
日
タ
イ
双
方
の
人
々

か
ら
慕
わ
れ
た
オ
イ
ス
カ
タ
イ
総

局
役
員
の
故
カ
ヤ
イ
・
ト
ン
ヌ
ヌ

イ
氏
が
生
前
よ
く
話
し
て
い
た
言

葉
で
す
。

　
「
日
本
の
皆
さ
ん
に
は
、
タ
イ

に
い
る
間
は
時
計
を
外
し
、
自
然

の
時
間
に
身
を
任
せ
、
あ
り
の
ま

ま
を
楽
し
ん
で
共
に
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
そ
の
後
に
は
、
日
本
人
と
タ

イ
人
が
大
切
な
友
と
な
り
ま
す
。

タ
イ
で
は
、
昔
か
ら
『
森
を
つ
く

る
人
は
幸
せ
を
つ
く
る
』
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
森
づ
く

り
を
通
し
て
仲
間
と
な
り
、
幸
せ

を
生
み
出
し
て
い
く
の
で
す
」

　

未
来
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ

豊
か
な
森
を
遺
す
た
め
、
そ
し
て

幸
せ
の
た
め
に
、
皆
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
！

幸
せ
を
つ
く
る

森
づ
く
り

ス
タ
ッ
フ
レ
ポ
ー
トオ

イ
ス
カ
タ
イ  

事
務
局
長

プ
ラ
ヤ
ッ
ト
・
サ
バ
ン
ス
ッ
ク
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森林教室では紙芝居を使い、分かりやすく子どもたちに森の働きを
伝えています！

昨年12月に
「兄貴」と久しぶりに
再会しました！

森づくり編

森を健全に保つためには適切な管理が不可欠。これは、日本の
森も同様です。国内のオイスカ支部、推進協議会では、ボラン
ティアを募りながら、地域の森林保全・整備活動に取り組んで
います。私たちにさまざまな恵みをもたらしてくれる森に足を
運び、自らの手で守る体験をすることで、自然について学び、
その尊さを感じることができます。家族でも参加できる活動も
あり、子どもたちの自然体験の場ともなっています。

国内ボランティア

ふるさとの緑と
暮らしを守る

・地域の森づくりに貢献！
・日本の森の課題や森林保全の必要性が分かる！
・子どもたちも一緒に参加できる！

　

富
山
県
支
部
で
は
、「
緑
の
里
山

保
全
森
づ
く
り
活
動
」
を
2
0
0

2
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
富

山
市
内
の
旧
大
沢
野
町
下
夕
林
国

有
林
で
4
年
間
、
坂
本
地
区
で
3

年
間
、
猿
倉
山
麓
で
10
年
間
取
り

組
み
、
17
年
か
ら
は
立
山
町
天
林

地
区
で
約
1.1
ha
の
森
づ
く
り
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
猿
倉
山
麓
で
は
、

長
年
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
植

樹
し
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
大
き
く
生

長
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は

満
開
と
な
り
、
地
域
の
人
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

現
在
活
動
す
る
天
林
地
区
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
9
年
間
で
約
1
6
0

0
本
を
植
樹
し
て
き
ま
し
た
。
当

初
に
植
え
た
区
画
は
、
春
に
は
桜

が
咲
き
誇
り
、
秋
に
は
栗
が
実
る

豊
か
な
森
と
な
り
、
人
々
の
憩
い

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
24
年
11
月
に
は
、
富
山
県

の
「
森
づ
く
り
活
動
に
よ
る
CO2
吸

収
量
」
の
認
証
を
受
け
、
天
林
地

区
の
森
づ
く
り
に
よ
る
CO2
吸
収
量

が
年
間
1.7
t
と
認
定
さ
れ
る
成
果

も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
25
年
6
月

に
は
、
雨
の
降
る
中
、
企
業
や
個

人
の
会
員
を
は
じ
め
、
地
元
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
勢
1
0
2
名
が

参
加
し
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
、
ク

リ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ブ
ナ
、
サ
ク
ラ

の
６
種
類
1
2
0
本
を
新
た
に
植

樹
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、

植
え
る
木
の
種
類
や
特
徴
、
森
の

働
き
な
ど
を
学
ぶ
森
林
教
室
を
開

催
し
、
自
然
の
大
切
さ
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
苗
木
が
立
派
に
生
長
す

る
よ
う
、
下
草
刈
り
を
5
、
7
、

9
月
の
年
3
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

腰
の
高
さ
ま
で
生
い
茂
っ
た
雑
草

を
、
刈
払
機
や
鎌
で
刈
る
大
変
な

作
業
で
す
が
、
毎
回
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、

活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

〈
富
山
県
支
部
〉

緑
の
里
山
保
全

森
づ
く
り
活
動

P
IC
K
 IP
!

ボランティアVoice

杉本  仁志さん（写真左）

POINT!
実施日数（目安）：半日～ 1日

　富山県の誇る立山の麓、天林地区でのボランティア
を通して、多くの方と顔馴染みになりました。植えた
木々の生育具合や下草刈りの大変さなど、参加者同士
の会話で心と心の交流にもなり、活動を重ねるごとに
木の生長も実感しています。皆さまざまな理由で参加さ
れていることと思いますが、私は、頼まれてオイスカの
会員になったこともあり、初めはこの活動に全く関心が
ありませんでした。参加を決めたのも支部からの声掛け
で、仕方なくのことでした。しかし、皆が汗を流して一

生懸命に作業し、木々の生長を眺めながら談笑する姿
を見たり、作業後の充足感の中、仲間との共通の話題
で盛り上がるうちに、積極的に参加するようになってい
ました。
　その縁で、支部の海外植林ツアーにも毎回参加する
ようになり、タイでは「兄貴」と呼んでいるソンポンさん
（オイスカタイ）との出会いもありました。森づくりをきっ
かけに、仲間や海外との交流にもつながるボランティア
の魅力を、多くの人にも広げていきたいです。
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上／刈払機での作業は、特に安全に気を付けています
下／下草刈り作業後。日の光がしっかり当たることで立派な木に育ちます

植樹作業は
子どもたちも活躍！

力仕事も多く
やりがい抜群！

す

活動ブログ
随時更新中！

詳細を
チェック！

　

森
は
、
水
源
涵
養
や
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
な
ど
、
私
た
ち
に
さ
ま

ざ
ま
な
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
の
森

は
、
と
て
も
大
切
な
存
在
で
す
。

　

私
が
富
山
県
支
部
の
「
緑
の
里

山
保
全
森
づ
く
り
活
動
」
に
事
務

局
と
し
て
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

今
年
で
2
年
に
な
り
ま
す
。
支
部

で
は
毎
年
、
年
1
回
の
植
樹
と
、

年
3
回
の
下
草
刈
り
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
作
業
の

中
で
土
に
触
れ
、
一
本
一
本
苗
木

を
植
え
て
い
る
と
、
自
然
の
命
の

つ
な
が
り
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に

自
然
の
大
切
さ
を
伝
え
な
が
ら
、

一
緒
に
植
え
た
木
々
が
や
が
て
大

き
な
森
に
な
る
こ
と
を
思
う
と
、

未
来
へ
の
希
望
を
感
じ
ま
す
。

　

植
え
る
だ
け
で
な
く
、
苗
木
が

生
長
す
る
た
め
の
整
備
活
動
も
と

て
も
重
要
で
す
。
天
林
地
区
で
は
、

1.1
ha
の
敷
地
の
雑
草
を
刈
払
機
で

刈
り
ま
す
が
、
私
は
機
械
を
安
全

に
正
し
く
使
う
た
め
に
講
習
を
受

け
、
修
了
証
を
も
ら
い
ま
し
た
。

高
く
伸
び
た
雑
草
を
刈
っ
て
い
く

と
、
隠
れ
て
い
た
小
さ
な
苗
木
が

顔
を
出
し
、
生
命
の
力
強
さ
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
生

長
に
期
待
が
膨
ら
み
、
さ
ら
に
大

き
く
な
っ
た
姿
に
再
会
で
き
る
の

が
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
、

動
物
な
ど
に
荒
ら
さ
れ
な
い
か
心

配
に
も
な
り
ま
す
。

　

植
え
た
苗
木
が
森
と
な
る
に
は

長
い
年
月
と
、
た
く
さ
ん
の
手
間

が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
森
は

鳥
や
昆
虫
な
ど
の
生
き
物
の
す
み

か
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
水
や
空

気
を
提
供
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の

生
活
に
も
大
き
な
恵
み
を
も
た
ら

し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
森
を
守
る

と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
自
身
の

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
で
も
あ
り
、

次
世
代
へ
豊
か
な
自
然
を
引
き
継

ぐ
た
め
の
大
切
な
責
任
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
植
樹
や
森
林
保
全
の
取

り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ま
、
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
森
を
守

る
た
め
、
引
き
続
き
活
動
へ
の
ご

参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
森
を
守
る

と
い
う
こ
と

特集「できる」を　 つけるボランティア！見

ス
タ
ッ
フ
レ
ポ
ー
ト

オ
イ
ス
カ
富
山
県
支
部　

木
村  

肇

海岸林再生プロジェクト 実施日数（目安）：1日

東日本大震災で被災した、宮城県名取市のマツ林を再生
する取り組みです。プロジェクト開始から14年経つ現在
も、クズの刈り取りや間伐、モニタリングなど、全国から
参加するボランティアが活躍。これまで延べ16,000人が
ボランティアに取り組みました！

富士山の森づくり 実施日数（目安）：半日～ 1日

「協働による森づくり」として企業、団体、行政の協力のも
と、支援企業の社員の方々のボランティア参加もいただきな
がら、活動を進めています。年に一度の「オイスカの日」に
は、各地のオイスカ会員を含む150名超のボランティアが集
まり、森林整備を行っています。

さまざまな応援の
しかた

〈2026年度ボランティア実施日（予定）〉
5月30日／6月6・27日／7月11日／
9月5・26日／10月10日／11月7日

〈2026年度「オイスカの日」〉
6月下旬～7月上旬に実施予定です。

※詳細・お申込みはHPをご確認ください！
※これまでのボランティア活動のレポート
はこちらからご覧いただけます！
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毎月研修生や技能実習生の散髪をしてくださる渡辺さん（右）。
時にはスタッフもお世話になっています

研修
センター編

海外青年への農業指導や技能実習の基礎研修などを進める国内
研修センターでは、さまざまな場面でボランティアが活躍して
います。その活動は、実習農場での農作業や、研修生・技能実
習生への日本語指導のほか、HP・SNS運営、パソコンなど精
密機器の整備、食堂の調理補助、農産物の出荷など多岐にわた
ります。研修生との交流の機会も多く、日本にいながら得意を
活かして国際協力や交流ができる、やりがいのあるボランティ
アです。

国内ボランティア

スキルを活かして
人材育成サポート！

・スキルを活かして継続的に活動したい方向け！
・研修生や技能実習生の成長を近くで感じられる！
・センター行事・イベントへの参加で、研修生との交流の機会も！

　

愛
知
県
豊
田
市
に
あ
る
中
部
日

本
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
オ
イ
ス

カ
愛
知
県
支
部
・
県
下
の
推
進
協

議
会
主
体
の
活
動
や
、
個
人
参
加

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
セ

ン
タ
ー
の
運
営
を
さ
ま
ざ
ま
な
面

か
ら
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
農
業
研
修
の
大
切
な
実

践
の
場
で
あ
る
農
場
の
管
理
で
は
、

20
年
以
上
に
わ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
や
研
修
生

と
共
に
汗
を
流
し
て
き
た
酒
向
淳

治
さ
ん
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
鈴
木
哲
夫
さ
ん
、
岩
瀬
和
義

さ
ん
も
継
続
的
に
活
動
し
、
そ
の

農
業
へ
の
探
求
心
や
熱
心
な
姿
勢

は
、
研
修
生
の
刺
激
に
な
っ
て
い

ま
す
。
鈴
木
さ
ん
は
、
地
元
ス
ー

パ
ー
「
や
ま
の
ぶ
」
へ
の
出
荷
も

担
当
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年

は
、
豊
田
推
進
協
議
会
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
す
る
「
農
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん

の
方
が
共
に
農
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

農
業
以
外
の
場
面
で
も
、
神
谷

弘
生
さ
ん
は
、
豊
田
地
区
の
啓
発

活
動
を
担
当
し
、
地
元
で
の
仲
間

づ
く
り
に
尽
力
。
中
村
浩
之
さ
ん

は
、
セ
ン
タ
ー
の
広
報
紙
「
中
部

N
O
W
」
の
編
集
や
日
本
語
指
導
、

大
工
仕
事
ま
で
な
ん
で
も
こ
な
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
福
田
香
緒
里

さ
ん
は
、
日
本
語
や
日
本
文
化
を

学
ぶ
一
環
と
し
て
の
歌
唱
指
導
、

渡
辺
素
巳
さ
ん
は
理
髪
、
元
イ
ン

タ
ー
ン
の
荒
川
良
寛
さ
ん
は
S
N

S
運
営
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
持

て
る
時
間
や
技
術
を
活
か
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
共
通
す
る
の
は
、
オ

イ
ス
カ
の
理
念
を
深
く
理
解
し
、

楽
し
み
な
が
ら
、
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
。
活
動
の
場
は

そ
れ
ぞ
れ
で
も
、
志
を
同
じ
く
す

る
仲
間
と
し
て
各
国
の
農
村

青
年
の
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

〈
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
〉

農
作
業
か
ら
S
N
S
ま
で
！

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

P
IC
K
 IP
!

　皆さんこんにちは。私は、2023年度に
SOMPO環境財団の実施する「CSOラーニン
グ制度」というインターンシッププログラムに
参加し、オイスカを知りました。この出会い
と、研修センターでの活動は、私の人生と価
値観を変え、世界に目を向けるきっかけを与
えてくれました。その後、ニュージーランドで
のワーキングホリデーを体験し、世界の人々
と関わることの楽しさを改めて実感しました。

そして、この経験を思い出で終わらせないた
めに、オイスカでのボランティアを決め、現
在、研修生や技能実習生への日本語指導や
SNSを通じた広報などに携わっています。
　私は、「自ら行動して得た経験は、必ず生
きる肥やしとなり、人生を豊かにしてくれる」
と信じています。オイスカでの活動を通じた
学びは、私の生きる糧です。これからも学び
続け、恩返ししていきたいと思っております。

ボランティアVoice 荒川  良寛さん
2023年度中部日本研修センター
インターン

POINT!
実施日数（目安）：数時間～ 1日を継続的に
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76名が参加し、サツマイモの苗3,000本を植えつけました

研修生や海外スタッフも一緒になって作業します！

頼れるリピーターの皆さん

親子で
楽しく参加！

詳細はこちら

加！

随時募集中！

　

豊
田
推
進
協
議
会
は
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

中
で
も
、
2
0
2
2
年
度
か
ら

毎
月
1
回
（
第
2
土
曜
日
）
の
ペ

ー
ス
で
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る

「
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
、

中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
を
農
場

運
営
の
面
で
も
支
え
た
い
と
会
員

有
志
が
集
ま
り
、
農
作
業
に
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。
5
月
は
梅
の
収

穫
、
6
月
は
3
千
本
の
サ
ツ
マ
イ

モ
の
苗
植
え
、
7
〜
11
月
は
レ
モ

ン
・
栗
の
果
樹
園
と
梅
園
の
草
刈

り
、
10
月
は
約
2
t
の
サ
ツ
マ
イ

モ
を
収
穫
、
12
〜
1
月
は
果
樹
の

霜
よ
け
と
梅
の
木
の
剪
定
、
さ
ら

に
3
月
は
稲
籾
の
播
種
な
ど
、
年

間
を
通
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
毎
年
1
0
0
名
ず
つ

増
え
、
4
年
目
の
今
年
度
は
す
で

に
4
0
0
名
を
超
え
て
い
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

持
っ
て
活
動
す
る
場
、
自
然
の
中

で
老
若
男
女
が
一
緒
に
活
動
し
心

と
体
が
大
自
然
に
溶
け
込
む
よ
う

な
場
と
し
て
、
オ
イ
ス
カ
会
員
以

外
に
も
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
真
夏
の
灼
熱
地
獄
で
も

酷
寒
で
あ
ろ
う
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
仲
間
は
い
つ
も
顔
を
出
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
な
ぜ
、
来
て
い

た
だ
け
る
の
か
。
た
と
え
短
時
間

で
も
顔
を
出
し
て
仲
間
と
言
葉
を

交
わ
し
、
共
に
作
業
を
す
る
こ
と

で
、
普
段
味
わ
え
な
い
喜
び
を
感

じ
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
は
、

参
加
者
の
心
に
響
く
充
実
感
と
幸

せ
が
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。

　

豊
田
推
進
協
議
会
で
は
、
ほ
か

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

「
社
会
や
誰
か
の
た
め
に
活
動
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
い
う

感
謝
の
心
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
に

大
変
な
作
業
で
も
苦
労
を
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と

り
の
持
つ
能
力
や
時
間
に
合
っ
た

取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が
、「
何
度

で
も
来
た
い
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
研
修
セ
ン
タ
ー
支
援
を

通
じ
て
オ
イ
ス
カ
活
動
を
盛
り
上

げ
て
い
く
覚
悟
で
す
。
農
作
業
に

限
ら
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
希

望
が
あ
れ
ば
、
ど
う
ぞ
中
部
日
本

研
修
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

感
謝
の
心
と

仲
間
の
存
在
が
社
会
に

笑
顔
を
生
む
力
に
な
る

特集「できる」を　 つけるボランティア！見

ス
タ
ッ
フ
レ
ポ
ー
ト

オ
イ
ス
カ
豊
田
推
進
協
議
会  

会
長　

梅
村  

清
春

気軽にできるボランティアいろいろ 実施日数（目安）：数時間～1日

研修センター以外でも、得意を活かしたボラ
ンティアはたくさんあります。ベルマーク・書き
損じはがきの収集・集計や、オイスカのプロ
ジェクトやセンターの生産品の購入、ポイント
寄附なども、国内外の活動を支える大きな力
になります！

切って、集めて、世界の森づくり支援！
ベルマーク収集ボランティア
ベルマークは、ベルマーク教育助成財団の友愛援助を通じて１点１円となり、
「子供の森」計画の支援につながります！　仕分けの必要はありません。
郵便や宅配便などでオイスカまでお送りください。

〈送り先〉
〒168-0063 
東京都杉並区和泉2-17-5
公益財団法人　オイスカ 啓発普及部

さまざまな応援の
しかた
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州知事（左）から賞状を受け取るラフマット氏
功労賞対象者に、中野悦子理事長から感謝状が手渡
された

国
内

国
内

コロナ禍以降は参加者数が減少していたものの、今回は前年の11の国・地域55名
を上回る規模となった

海
外25

年
10
月
15
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
中
部
ジ
ャ
ワ
州
で
、
州
政
府

が
主
導
す
る
沿
岸
保
全
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン「M

ageriSegoro

（
海
の
柵

を
つ
く
る
）」
が
、
州
内
17
の
沿

岸
県
・
市
を
対
象
に
同
時
に
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
会
場
と
な

っ
た
ク
ン
ダ
ル
県
の
ク
ン
チ
ャ
ナ

海
岸
で
は
、
政
府
関
係
者
や
地
域

住
民
、
企
業
な
ど
が
集
ま
る
中
、

ア
フ
マ
ド
・
ル
ト
フ
ィ
州
知
事
が

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
大
規
模
植
林
を

率
い
、
1
5
0
ha
に
1
3
0
万
本

を
一
斉
に
植
樹
。
当
日
は
、
長
年

ジ
ャ
ワ
島
北
岸
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て

い
る
オ
イ
ス
カ
も
、
州
政
府
の
招

き
を
受
け
て
植
林
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

ま
た
州
政
府
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
の
植
林
は
、
海
岸
浸
食
や
海
面

上
昇
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
沿
岸

住
民
の
生
活
を
守
る
取
り
組
み
で

あ
る
と
し
て
、
州
内
で
活
動
す
る

団
体
に
功
労
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

オ
イ
ス
カ
も
同
州
の
５
県
で
住
民

と
共
に
活
動
を
継
続
し
て
お
り
、

そ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
受
賞
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
ラ
フ
マ
ッ
ト
氏
が
代
表
し
、
賞

状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
10
月
15
日
、
国
立

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
で
、
オ
イ
ス
カ
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
国
際
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
13
の
国
・
地
域
か

ら
72
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
オ
イ

ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

中
野
悦
子
総
裁
は
、
冒
頭
の
挨
拶

で
「
変
化
の
著
し
い
世
界
に
お
い

て
も
、
オ
イ
ス
カ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

心
を
一
つ
に
し
、
互
い
に
協
力
し

合
う
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
、「
創

立
当
初
に
掲
げ
ら
れ
た
理
念
『
地

球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
基
盤
を

守
り
、
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
違
い

を
乗
り
越
え
て
共
存
し
、
自
然
と

調
和
し
て
生
き
る
世
界
』
の
実
現

に
向
け
て
、
一
歩
ず
つ
前
進
し
て

い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

各
総
局
か
ら
の
報
告
で
は
、
自

然
災
害
や
食
糧
危
機
と
い
っ
た
各

国
が
直
面
す
る
課
題
解
決
に
向
け
、

「
子
供
の
森
」
計
画
な
ど
、
オ
イ

ス
カ
の
理
念
に
基
づ
い
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
意
義
や
、
総
局
間

の
連
携
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
3
年
前
か
ら
進

め
ら
れ
て
い
る
「
広
域
ア
ジ
ア
・

環
太
平
洋
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
想
」
に
関
す
る
議
論
で
は
、

各
国
の
代
表
が
研
修
生
O
B
・
O

G
に
よ
る
地
域
貢
献
や
ビ
ジ
ネ
ス

の
成
功
事
例
を
紹
介
し
、
持
続
可

能
な
事
業
に
つ
な
げ
る
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
提
示
し
ま

し
た
。
ま
た
今
回
、
新
た
に
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
総
局
が
正
式
に
承
認

さ
れ
、
海
外
総
局
の
あ
る
国
・
地

域
は
全
部
で
30
と
な
り
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
オ
イ
ス
カ
首
都
圏
支

部
と
の
共
催
で
「
オ
イ
ス
カ
の
つ

ど
い
」
を
開
催
。
同
支
部
の
永
年

継
続
会
員
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、

会
員
と
国
際
理
事
と
の
懇
親
の
時

間
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

長
年
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
活
動
が
評
価

中
部
ジ
ャ
ワ
州
よ
り
功
労
賞
が
贈
ら
れ
る

　
　

オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

国
際
理
事
会
に
13
ヵ
国
・
地
域
72
名
が
参
加

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
総
局
発
会
の
承
認
も

25
年
11
月
9
日
、
岐
阜
市
内
で
、

岐
阜
県
支
部
50
周
年
式
典
が
開
催

さ
れ
、
会
員
や
支
援
者
な
ど
約
1

0
0
名
が
出
席
し
、
半
世
紀
に
わ

た
る
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

設
立
時
か
ら
取
り
組
み
を
支
え
て

き
た
9
名（
法
人
7
社
、
個
人
2

名
）
に
会
員
継
続
50
年
の
特
別
功

労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

有
限
会
社
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ー
ズ

相
談
役
の
大
西
隆
氏
は
受
賞
者
を

代
表
し
、「
50
年
は
通
過
点
。
引
き

続
き
支
援
を
し
て
い
き
た
い
」
と

力
強
く
挨
拶
し
ま
し
た
。
ま
た
愛

知
、
富
山
、
静
岡
県
支
部
に
よ
る

活
動
報
告
も
行
わ
れ
、
各
地
の
特

色
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
に
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　

式
典
後
に
は
、
東
京
都
市
大
学

特
別
教
授
の
涌
井
史
郎
氏
が
、「
地

球
か
ら
岐
阜
・
そ
し
て
O
I
S
C

A
・
G
R
E
E
N
╳
E
X
P
O

2
0
2
7
世
界
は
多
様
で
１
つ
！
」

と
題
し
て
講
演
。
涌
井
氏
は
、「
オ

イ
ス
カ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
人

々
が
地
球
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
こ

と
。
同
じ
目
標
を
持
つ
仲
間
と
し

て
、
今
後
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
　

岐
阜
県
支
部
50
周
年

半
世
紀
の
歩
み
を
さ
ら
に
未
来
へ

感
謝
と
決
意
の
式
典
に
約
1
0
0
名
が
出
席
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発表を行った各代表者。パティル法務大臣は
左から5番目

四国研修センターの研修生は、それぞれ母国の民族衣装を着て参加。
会員、支援者との交流を深めた

式典ステージとなったテント前で集合写真

クラウドファンディングで車両支援をした佐伯栄子
さんは浴衣姿で式典に参加。車両の鍵がジョジョ・マ
トゥンハイ駐在代表へ手渡された

国
内

海
外

海
外

　
　

四
国
支
部

第
31
回
オ
イ
ス
カ
四
国
の
つ
ど
い

台
湾
の
国
際
協
力
を
知
る
貴
重
な
機
会
に

25
年
11
月
20
・
21
日
、
イ
ン
ド

の
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
ベ
ン
ガ
ル
ー

ル
で
、
オ
イ
ス
カ
南
イ
ン
ド
主
催

の「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ミ
ッ
ト
2
0

2
5
」
を
開
催
。
日
本
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
ネ
パ
ー
ル
、
メ
キ
シ
コ
か

ら
も
オ
イ
ス
カ
関
係
者
が
出
席
す

る
中
、「
地
球
再
生
―
持
続
可
能
な

未
来
に
向
け
た
シ
ナ
ジ
ー
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
発
表
が
行
わ
れ
、
カ

ル
ナ
ー
タ
カ
州
の
H
・
K
・
パ
テ

ィ
ル
法
務
大
臣
を
は
じ
め
、
共
催

の
シ
ュ
シ
ャ
ド
リ
プ
ラ
ム
大
学
、

イ
ン
ド
の
青
年
育
成
団
体
で
あ
る

世
界
青
年
セ
ン
タ
ー（
V
Y
K
）

の
代
表
者
な
ど
が
、
地
球
環
境
の

危
機
に
対
す
る
現
状
打
開
に
向
け

て
提
言
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
開
催
さ
れ
た
分
科
会
で

は
、
中
高
生
や
青
年
ら
が
新
技
術

を
利
用
し
た
環
境
問
題
解
決
の
た

め
の
ア
イ
デ
ア
を
提
示
。
最
後
に
、

地
球
再
生
の
た
め
に
一
人
ひ
と
り

が
具
体
的
な
活
動
を
実
行
す
る
こ

と
を
約
束
す
る
ベ
ン
ガ
ル
ー
ル
宣

言
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
翌
日
に
は
、
ベ
ン
ガ
ル
ー

ル
郊
外
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
農
業

法
人
の
視
察
が
行
わ
れ
、
サ
ミ
ッ

ト
の
参
加
者
ら
は
、
温
室
で
の
有

機
栽
培
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

25
年
10
月
29
日
、
香
川
県
高
松

市
で「
第
31
回
オ
イ
ス
カ
四
国
の

つ
ど
い
」
を
開
催
。
四
国
内
の
オ

イ
ス
カ
会
員
は
じ
め
、
支
援
者
、

四
国
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
生
な

ど
約
3
5
0
名
が
参
加
し
、
50
、

40
、
30
、
20
、
10
年
の
継
続
会
員

へ
の
永
年
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
台
北
駐
大
阪
経
済
文

化
弁
事
処
の
沈
家
銘
課
長
に
よ
る

「
持
続
可
能
な
開
発
と
世
界
平
和

―
台
湾
の
国
際
開
発
協
力
―
」
と

題
し
た
講
演
会
を
実
施
。
本
講
演

は
、
戦
後
80
年
の
節
目
に
日
台
の

友
好
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
昨
年
4
月
に
四
国
か

ら
の
会
員
を
含
む「
オ
イ
ス
カ
台

湾
友
好
親
善
使
節
団
」
が
台
湾
を

訪
問
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
実

現
し
た
も
の
で
す
。
講
演
で
は
、

台
湾
に
お
け
る
長
年
の
市
民
活
動
、

中
で
も
国
際
協
力
の
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は「
台

湾
の
国
際
協
力
に
つ
い
て
勉
強
に

な
っ
た
」「
ぜ
ひ
現
地
を
訪
問
し
て

み
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

オ
イ
ス
カ
は
、
1
9
9
0
年
よ

り
フ
ィ
ジ
ー
国
立
青
年
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
農
業
研
修
を
実
施
。

青
年
ス
ポ
ー
ツ
省
が
運
営
す
る
同

セ
ン
タ
ー
の
農
業
コ
ー
ス
を
委
託

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
1
0
0
0
名

を
超
え
る
若
者
に
野
菜
栽
培
や
養

鶏
な
ど
の
実
践
的
技
術
、
自
立
を

支
え
る
規
律
訓
練
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
活
動
が
35
周
年
を
迎

え
、
2
0
2
5
年
10
月
22
日
に
同

セ
ン
タ
ー
で
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
青
年
ス
ポ

ー
ツ
省
の
ジ
ェ
セ
・
サ
ウ
ク
ル
大

臣
や
道
井
緑
一
郎
駐
フ
ィ
ジ
ー
日

本
大
使
が
出
席
し
、
日
本
か
ら
も

長
年
同
国
へ
の
支
援
を
続
け
て
い

る
会
員
ら
の
ほ
か
、
全
国
の
訪
日

研
修
生
O
B
・
O
G
ら
も
多
数
参

加
。
来
賓
の
挨
拶
に
続
き
、
オ
イ

ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

中
野
悦
子
総
裁
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

披
露
さ
れ
た
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
貢
献
を
し
て
き
た
個
人
、
団

体
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
O
B
・
O
G
ら
が

組
織
す
る
O
F
E
T
A
（OISCA
Fiji Ex-Trainees Association

）

の
メ
ン
バ
ー
が
集
う
場
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
取
り
組
み

が
動
き
出
す
と
こ
ろ
ま
で
は
至
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

メ
ン
バ
ー
が
オ
イ
ス
カ
に
貢
献
し

た
い
と
の
強
い
思
い
を
持
っ
て
い

る
こ
と
、
今
後
も
継
続
的
に
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
連
携
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
　

オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ミ
ッ
ト
2
0
2
5

持
続
可
能
な
未
来
へ
の
ア
イ
デ
ア
を
発
表

　
　

オ
イ
ス
カ
フ
ィ
ジ
ー
35
周
年

日
本
の
会
員
ら
も
参
加
し
記
念
式
典
を
開
催

ク
ラ
フ
ァ
ン
で
購
入
の
車
両
の
寄
贈
も
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フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
・
ス
リ
ラ
ン
カ
豪
雨
被
害
状
況
レ
ポ
ー
ト

上／倒れた大木台風の威力を物語る
下／屋根が破壊されたことで雨漏りが発生

河川や貯水池の氾濫で、オイスカ研修センター周
辺でも多くの家が浸水被害を受けた

被災した「子供の森」計画参加校に対し、浸水で使えなくなった衣類・学用品の支援や、学校施設など
の復旧に必要な資材の提供を調整している

2
0
2
5
年
11
月
、
2
つ
の
大
型

台
風
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
初
め
に
来
た

台
風
25
号
カ
ル
マ
エ
ギ
は
、
セ
ブ
島

が
あ
る
中
部
地
域
を
直
撃
。
オ
イ
ス

カ
で
は
、
21
年
の
大
型
台
風
に
続
き
、

ネ
グ
ロ
ス
島
の
バ
ゴ
研
修
セ
ン
タ
ー

で
大
木
が
倒
れ
る
、
建
物
の
一
部
が

破
壊
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
翌
週
に
も
台
風
26
号

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
接
近
。
北
部
の
ア

ブ
ラ
州
に
あ
る
ア
ブ
ラ
農
林
業
研
修

セ
ン
タ
ー
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
養

豚
場
に
被
害
が
出
て
、
復
旧
が
必
要

な
状
況
で
す
。

　

一
方
、
11
月
末
に
は
、
サ
イ
ク
ロ

ン
・
デ
ィ
ス
ト
ゥ
ワ
が
ス
リ
ラ
ン
カ

2025オイスカ冬募金（募集期間：12月1日～1月31日）

で
大

破
壊

し
たま

が
フ

ブ
ラ

セ
ン

豚
場

な
状一

ン
・

この地球で、これからも暮らしていくために
－住み続けられる未来－

■期間
　2025年12月1日（月）～
　2026年1月31日（土）
■使途
　①オイスカの公益事業全般
　②フィリピン台風被害支援
　③スリランカ豪雨災害支援

■目標金額
700万円→1000万円（ネクストゴール）

冬募金
専用サイトは
こちら！

を
直
撃
し
、
各
地
で
洪
水
や
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
ま
し
た
。
12
月
8
日
時

点
で
被
災
者
数
は
2
1
7
万
人
を
超

え
、
デ
ィ
サ
ナ
ヤ
ケ
大
統
領
は
今
回

の
災
害
を
同
国
史
上
「
最
も
困
難
な

自
然
災
害
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
の
活
動
地
で
あ
る
キ
ャ

ン
デ
ィ
県
と
ク
ル
ネ
ー
ガ
ラ
県
で
も

被
害
が
相
次
ぎ
、
一
部
の
「
子
供
の

森
」
計
画
参
加
校
か
ら
は
、
子
ど
も

た
ち
の
自
宅
が
流
さ
れ
た
り
、
浸
水

被
害
を
受
け
て
い
る
と
の
報
告
も
届

い
て
い
ま
す
。
す
で
に
複
数
の
学
校

か
ら
支
援
要
請
が
あ
り
、
現
地
で
は

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
被
害

状
況
の
確
認
を
進
め
、
段
階
的
な
支

援
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
災

※災害支援へのご寄附をご希望の方は、WEＢ
上で興味関心のある活動を選択するか、
払込票のメッセージ欄にフィリピンもしくは
スリランカとご記入ください。

12月12日時点で、当初の目標金額を超える
7,249,780円（222人）が集まりました。たくさん
の温かいご協力をありがとうございます。ネク
ストゴール達成に向け、引き続き応援よろしく
お願いいたします。

害
復
興
支
援
は
、
冬
募
金
か
ら
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
現
地

で
元
の
活
動
が
再
開
で
き
る
よ
う
、

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〈フィリピン〉

〈スリランカ〉
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ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

寄
附

新
会
員
の
紹
介

〈
タ
イ
大
使
館
・
外
務
省
か
ら
〉

タ
イ
北
部
で
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
支
援

2
0
2
5
年
9
月
、
駐
日
タ
イ
王
国
大

使
館
よ
り
、
27
年
の
日
タ
イ
修
好
1
4

0
周
年
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
る
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
の
緑
化
再
生

お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
、
右
記
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
オ
イ
ス
カ
は
、
同
地
で
過
去

20
年
以
上
に
わ
た
り
活
動
を
進
め
て
お

り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
中
心
的
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
同
月
、

タ
イ
王
国
外
務
省
か
ら
も
、
同
様
に
オ

イ
ス
カ
タ
イ
ラ
ン
ド
へ
50
万
バ
ー
ツ

（
約
2
3
0
万
円
）の
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

タイ大使館でウィッチュ大使（左から2
番目）と面会し、支援への感謝を伝えた
（25年11月5日）

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
は
次
の
通

り
。（
2
0
2
5
年
9
月
1
日
〜
10
月
31

日
ま
で
の
間
、本
部
登
録
済
分
。順
不
同
、

敬
称
略
）

■
維
持
法
人

【
東
京
都
】株
式
会
社
ぷ
ら
う
お
ん【
富

山
県
】北
陸
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式

会
社【
香
川
県
】五
栄
カ
イ
リ
ク
株
式
会

社■
維
持
個
人

【
東
京
都
】菊
池
裕
子【
埼
玉
県
】宮
下
孝

【
静
岡
県
】久
我
ま
ち
子【
三
重
県
】児
玉

洋
子【
大
阪
府
】塚
田
保
成【
京
都
府
】廣

崎
博
子【
広
島
県
】中
尾
博
宣
／
高
見
佳

宏
／
塔
村
浩
二
／
上
田
祐
司【
香
川
県
】

長
井
一
喜
／
大
西
理
之
／
俟
野
英
二
／

川
滝
秀
明
／
松
本
徳【
福
岡
県
】寺
川
博

美
／
倉
本
明
美
／
野
間
口
貴
紀
／
船
津

智
香
子【
宮
崎
県
】坂
元
義
孝

2
0
2
5
年
9
月
1
日
〜
10
月
31
日
ま

で
に
い
た
だ
い
た
寄
附
は
次
の
通
り
。  

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
T
H
E  

B
O
E
I
N
G   

C
O
M

P
A
N
Y
／「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
1
0
3
4
万
3
9
7
0
円

●
エ
プ
ソ
ン
販
売
株
式
会
社
／
海
外
開

発
協
力
事
業
に
2
0
0
万
円

●
東
急
ホ
テ
ル
ズ
＆
リ
ゾ
ー
ツ
株
式
会

社
／
啓
発
普
及
事
業
と「
子
供
の
森
」計

画
に
合
わ
せ
て
7
8
0
万
2
7
8
7
円

●
U
A
ゼ
ン
セ
ン
／「
海
岸
林
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
2
0
0
万
円

●
株
式
会
社
プ
ロ
ネ
ク
サ
ス
／
山
梨
県

道
志
村
で
の
森
林
整
備
活
動
に
1
7
2

万
3
0
0
0
円

●
ラ
ブ
・
グ
リ
ー
ン
の
会
／
海
外
開
発

協
力
事
業
に
1
5
2
万
8
9
6
円

●
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
／
海
外
開

発
協
力
事
業
に
90
万
円

●
C
O
S
M
O
エ
コ
基
金
／
海
外
開
発

協
力
事
業
に
84
万
1
4
5
5
円

●
オ
イ
ス
カ
三
重
推
進
協
議
会
／
人
材

育
成
事
業
に
80
万
円

●
松
中
恵
子
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

／
海
外
開
発
協
力
事
業
に
50
万
円

●
松
中
信
彦（
福
岡
県
）／
海
外
開
発
協

力
事
業
に
50
万
円

●
オ
イ
ス
カ
国
際
活
動
促
進
国
会
議
員

連
盟
／
オ
イ
ス
カ
の
活
動
に
32
万
1
0

1
6
円

●
日
本
鉄
道
労
働
組
合
連
合
会
／
富
士

山
の
森
づ
く
り
に
50
万
円

●
い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社
／
富
士
山

の
森
づ
く
り
に
50
万
円

●
株
式
会
社
オ
ギ
ノ
／
富
士
山
の
森
づ

く
り
に
50
万
円

●
M
U
F
G
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
＆
リ
ー
シ

ン
グ
株
式
会
社
／「
子
供
の
森
」計
画
に

30
万
7
6
4
7
円

●
仙
台
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
／「
海

岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
27
万

7
0
0
円

●
オ
イ
ス
カ
活
動
鹿
児
島
県
推
進
協
議

会
／
人
材
育
成
事
業
に
21
万
円

●
森
田
克
彦（
秋
田
県
）／
人
材
育
成
事

業
に
20
万
円

●
豊
田
東
名
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
／
人

材
育
成
事
業
に
20
万
円

●
日
向
一
郎（
宮
城
県
）／
人
材
育
成
事

業
に
20
万
円

●
東
京
電
力
労
働
組
合
／「
子
供
の
森
」

計
画
に
15
万
円

●
株
式
会
社
H
a
c
o
a
／「
子
供
の

森
」計
画
に
14
万
7
2
7
0
円

●
K
D
D
I
株
式
会
社「
キ
ボ
ウ
の
カ

ケ
ハ
シ
」／
富
士
山
の
森
づ
く
り
に
13

万
8
7
0
0
円

●
a
u
エ
ネ
ル
ギ
ー
&
ラ
イ
フ
株
式
会

社
／
啓
発
普
及
事
業
と「
子
供
の
森
」計

画
に
合
わ
せ
て
10
万
2
3
5
0
円

●
株
式
会
社
髙
島
屋
／
海
外
開
発
協
力

事
業
に
13
万
2
0
0
円

●
新
池
谷
哲
夫（
香
川
県
）／
人
材
育
成

事
業
に
13
万
9
4
0
0
円

●
東
洋
金
属
株
式
会
社
／
人
材
育
成
事

業
に
10
万
円

●
大
橋
あ
や
こ（
福
岡
県
）／
ミ
ャ
ン
マ

ー
地
震
緊
急
支
援
募
金
に
10
万
円

●
長
田
昭
吾（
愛
知
県
）／
啓
発
普
及
事

業
に
10
万
円

●
タ
イ
王
国
大
使
館
／
海
外
開
発
協
力

事
業
に
97
万
円

アタリ

本誌掲載の記事・写真・イラスト
などの無断転載を禁じます。

今月の表紙写真

Photo by Toyoda Toshiyuki

 

大根の収穫作業のため、
この日も早朝から多く
のボランティアが駆け
つけた。広大な実習農
場を持つセンターにと
って、研修生やスタッ
フと共に、暑い日も寒
い日も継続的に活動し
てくれる地元ボランテ
ィアの存在は大きい。
（西日本研修センター）

3MARCH
2026

TOPIC
東日本大震災から
15年（仮）



■
令
和
8
年
1
月
1
日
印
刷
■
令
和
8
年
1
月
5
日
発
行
■
オ
イ
ス
カ
■
通
巻
7
2
0
号

1
JA
N
U
A
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26


	1-表1＿1217
	1-P2＿1211
	1-P3＿1211
	1-P4＿1217
	1-P5＿1217
	1-P6＿1217
	1-P7＿1217
	1-P8＿1217
	1-P9＿1217
	1-P10＿1217
	1-P11＿1217
	1-P12＿1217
	1-P13＿1217
	1-P14＿1217
	1-P15＿1217
	1-表4＿1217

